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令和４年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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インシデント事例フォロー状況

手術器具等を介した、プリオン病の二次感染リスクに関して調査するため、

ＣＪＤインシデント委員会として活動。

解 説

1．令和3年～4年は新規インシデント事案が2例あり随時調査を行った。

2．これまでに20事例がフォローアップの対象となっている。このうち令和4　
　 年度末までに13事例の10年間のフォローアップ期間が終了している。こ
　 れまでのところ、二次感染の発生はない。 

3. 解剖実習献体においてQUIC陽性となった症例の文献報告

（Nakagaki et al. NEJM 2022）について協議した。
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